
健康支援 家族支援

営業時間　９：００～１７：００豊橋くすのき学園全体的な計画（支援プログラム） 令和8年4月1日作成年月日送迎の有無　要相談

豊橋市福祉事業会経営理念 ～地域の中でいきいきと生活するために～

基本方針

子どもの健やかで、着実な発達を促し、豊かな世界を広げる。

子どもの良いところ、発達の遅れや偏りをありのままに受け入れ、子育てを前向きに楽しめる親子関係をめざ

す。

地域全体の支援力を高める取り組みを強める。
 事業所基本理念 子どもたちの伸びる力を信じて。生き生きと、楽しく、主体的に生きていくために

〇保護者会

〇保護者勉強会

〇目標シート

○お茶会

〇個別懇談会

〇オープン保育

〇子育ての情報

提供

○茶話会

支援方針

発達支援　※定員24人（単独12人）　毎月のべ利用児数280人目標 移行支援 家族支援 地域支援

一人ひとりの子どもの特性を考慮し、個々の発達状況を踏まえ、保護者

とともに「児童発達支援計画」を作成して総合的に支援する。

地域社会への参加・包容 （インクルージョン）の考え方に立ち、可能な

限り、地域の保育、教育等の支援を受けられるようしていくとともに、

地域において保育・教育等を受けられるように保育所等への支援を行

う。

家族がかかえる悩みや不安等への相談、家族同士の交流、家族への情報提

供を個別的に行う。

児童発達支援センターとして、地域で暮らす障害児の相談やペアレントト

レーニング、子育て支援センターの訪問を実施するなど、支援の充実を図

る。

５領域 支援目標 支援内容　※年齢で考えず、個々の発達に合わせて内容を組み立てる（療育はオーダーメード）

健康・生活

◎生活リズムを整える

◎わかりやすい環境の中で安心して過ごす

◎基本的生活習慣確立と身辺自立を図る

〇健康

　・子どもの小さなサインから心身の異変に気付けるよう、細かな観察を行う

　・6月下旬～8月下旬までは、体力を消耗しやすいため休息がとれるようにする

　・季節の変わり目は衣服の調整をする

〇身支度

　・持ち物を片付けしやすいよう環境を整え、一人ひとりの子どもに合わせた援助を行う

　・ひとりでやろうとする気持ちを大事にし自発を待つ

〇排泄

　・トイレで成功体験が積めるよう、排泄の間隔を大人が図ったり、定時で誘ったり、尿意を感じるまで待つ

　・濡れた感覚を知る→出たことを知らせる→大人が尿間隔をつかむ→尿意を感じる→大人がタイミングに合わせてトイレに誘い、便座

に座る→トイレで排泄する→大人から発信する→大人に尿意を伝える

〇食事

　・偏食や咀嚼、嚥下、食事動作で個々に合わせた支援を提供し、食べてみたいという気持ちを引き出す

　・好きなものだけ配膳し、安心して食事をする→個々に合わせた配膳または形態にし、楽しく食事をする→苦手なものを配膳し「いらな

い」「へらして」と言う→好きなものを励みに苦手なものを口にしてみる→味の経験が増える→食が広がる

〇衣服の着脱

　・ひとりで行なえるような工夫と援助をし、徐々に見守りを増やしていく

　・個々の身体能力や筋力やバランスを考えて、自分でできるところから行う→徐々にできるところは手助けを減らし、自分でできること

を増やす→服に印をつけて、印を手がかりに自分で前後を意識する→自分で着脱する

運動・感覚

◎いろいろな遊び、生活を通して身体を動

かす経験をする

◎自分からわかって動く

〇粗大運動

　・体を大きく動かす遊びを取り入れ、楽しく運動機能を伸ばす

〇手先の運動

　・机上の活動や玩具を用意し、発達に合わせた経験が積めるようにする

〇感触

　・好きなものを介して、様々な感触に触れられるよう工夫する

設定あそびアラカルト

※午前は体を動かす活動、午後は椅子に座る活動を中心におこなう

＜感覚あそび＞ ＜運動あそび＞

マット・バルーン　ボールプール　紙あそ

び　ボールあそび 　しゃぼん玉　色水あそ

び　子どもの王様　楽器あそび　パラ

シュート　粘土　コーナーあそび　シール

あそび　魔法のじゅうたん　おりがみ

フィンガーペイント

サーキット　散歩　リトミック　ボールす

べり　プールあそび　運動あそび　魚つり

ごっこ　運動会ごっこ　子どもの王子様　風

船あそび　なわとび　園庭あそび

認知・行動

◎わかることが増える

◎自分でわかって動くことが増える

◎理解したことがつながり、応用力がつく

◎集団活動の場を見学するなど安心してその場

にいられるようする

〇理解

　・日常生活の中で身近なものを通して、持ち物や食べ物などの物の名前、数、大きさなどの違いを覚えられるよう工夫する

　・活動や遊びの中で展開していくことで、理解の幅を広げられるようにする

〇行動

　・一つひとつの行動に言葉をつけたり、視覚支援をするなどして、理解していることと実際の動きがつながるようにする

　・誤学習している行動は修正し、正しい動きを伝える

＜模倣あそび＞

まねっこまねっこ　忍者にんにんにん　王

様に続け！

言語・

コミュニケーション

◎語彙を増やし、意思伝達へとつながる

◎コミュニケーションの便利さと楽しさを

知る

◎コミュニケーションの力を養う

◎より分かりやすいコミュニケーションの

手段を見つける

〇拒否・要求

　・本人なりの方法で、気持ちを表現する援助をする

　・意思表示と言葉をつなげ、伝えたら伝わったといううれしさを感じられるような支援をする

〇相手への発信

　・大人は気持ちを代弁し、気持ちを受け止める

　・気持ちと言葉が一致するように、場面に合った支援をする

〇相手からの受け取り

　・自分からの発信時に相手の反応を見られるよう工夫し、やり取りになるような支援をする

＜感触あそび＞

寒天あそび　ボディーペイト　泥あそび

砂あそび　スライム　ビーズ遊び　じゅず

玉あそび　もちつきあそび

＜製作＞

〇内科健診

〇歯科検診

〇身体測定

〇歯みがき指導

〇食育相談

〇感染症の発生

及び対応の広報

環境・衛生管理

〇温度、湿度、換気、採光、音

などの環境を適切に保持

〇園内外の設備、用具等の清掃

及び消毒

〇安全管理及び自主点検

〇職員検便

色あそび　クッキング

1工程の製作

のりを使った1工程の製作

のりを使った2工程の製作

はさみを使った1工程の製作

はさみとのりを使った1工程の製作

＜ごっこあそび＞

電車ごっこ　お買い物ごっこ　乗り物ごっこ

もうじゅう狩り　駄菓子屋さん　レストラ

ンごっこ　バスごっこ

人間関係・社会性

◎親子の愛着関係が深まる

◎保育者との信頼関係を深める

◎友だちに関心を持ち、一緒に過ごしたり、遊

んだりする

◎遊びやお手伝いを通して子どもの自信や意欲

を育てる

◎遊びを通してやりとりのしかた、順番、簡単

なルールを学ぶ

◎新しい場面へ適応する力・我慢する力を養う

〇保護者

　・子どもが保護者に向けて思いを発信したり、楽しさを共有できるような場を提供する

〇保育者

　・保護者との関係性を基盤に、家族以外の大人に向けて思いを発信したり、楽しさを共有できるような場を提供する

〇友だち

　・活動や遊びの中で、友だちを見る機会を設け、興味がもてるようにしていく

　・一緒に遊んだり何かをすることを楽しいと感じられるように仲介する

〇集団

　・みんなで一緒に行動する楽しさやうれしさを感じられるような場を提供する

＜ルールあそび＞ ぬりえ　おえかき　たこあげ　はりえ

こまづくり　はさみ　紙ずもう　はさみで

つくろう！　プロペラあそび

ボウリング　かりものごっこ　おおかみさ

～ん　伝承あそび　いすとりゲーム　フ

ルーツバスケット　はねつき　スタンプラ

リー　色あそび　　すごろくあそび

おおかみさんいまなんじ？

＜勉強＞

移行支援

○併行通園

○近隣保育園との交流保育

○保育所等訪問支援事業の実施

○単独通園

○見学会、体験会などの情報提供

○進路相談

○保育所等とのケース会議

〇ホームページ

〇事業所保護者評価

〇事業所自己評価

情報公開等

○入園始業式

○春、秋の遠足

○七夕会

○縁日ごっこ

○運動会

○クリスマス会

○お楽しみ会

○卒園修了式

主な行事 安全対策・事故防止

〇避難計画（防災訓練計画による、地

震・火災・不審者対応）

〇安全計画

〇災害時備蓄（飲料水・食料）

〇交通安全、水の事故への対応

〇年2回消防点検、毎月消化訓練、毎月消

防設備自主点検

〇災害マニュアル

〇事故対応マニュアル

〇ヒヤリハット

研修計画

〇児童発達支援ガイドラインに対応

した園内、園外研修

〇園内研修（虐待防止・身体拘束適

正化・安全計画・感染症・食中毒・

ＢＣＰに関する研修・ケース検討

等）

〇園外研修（自立支援協議会・児発

管・相談支援・救命救急・防火管

理）

地域支援 地域交流 他機関との連携

〇保育所等訪問支援事業の実施

〇相談支援事業の実施

〇ペアレントトレーニングの実

施

○子育て支援センターの訪問

〇実習生の受入れ

〇ボランティアの受入れ

〇福祉体験・職場体験の受入れ

〇福祉まつり

〇豊橋まつりのびゆく子どもの作

品展

〇クリスマスの集いの参加

〇公益的取り組みの実施

〇自立支援協議会

〇市民病院やこども発達セン

ター等の医療機関

〇保育所等や他事業所

〇児童相談所や相談支援事業所

等


